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問題を報告するために必要な情報 

問題を報告し、すべての関連情報が確実に提供されるようにする時、Mediatrixサポートチームは、 

次の情報が必要です。 

必要な情報 

Mediatrix製品名、リリース、ビルド番号 

プロファイル名 

ハードウェアの問題が疑われる場合のMediatrixユニットのシリアル番号。 

他の VoIPデバイスの名前/メーカー/タイプ、およびそれらの IPアドレス。 

プロキシサーバー（SIP）の名前/メーカー/ソフトウェアバージョン。 

可能な限り、ネットワークまたは配線のセットアップの図。 

問題を再現するためのコールフロー/コールシナリオ。 

コールが経由する NAT、ファイアウォール、ブリッジ、VPN、ルーター、ソフトスイッチ等を記載してください。 

初期設定に加えられた変更を詳細に説明するか、 

構成スクリプト。参照する設定スクリプトを PCにエクスポートする （p。5） 

 

https://translate.googleusercontent.com/translate_f#5
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構成スクリプトを PCにエクスポートする 

手順 

1）Management/Configuration Scripts/Exportに移動します。 

2）HTTPSを使用していない場合は、ページの上部にある Activate unsecure file importation from the Web 

browserをクリックします。 

3）Download Script From Web Browserテーブルでは、Contentから選択リストから、工場出荷時の構成ス

クリプトまたは完全な構成と異なるもののみをエクスポートするかどうかを選択します。 

4）転送操作に暗号化を使用する場合は、Privacy Key フィールドに入力します。 

注：Media5 corpでは、暗号化を使用して証明書とパスワードを保護することを強く推奨しています。 

5）Export and Downloadをクリックします。 

結果 

構成スクリプトは、ダウンロードフォルダーの PCにエクスポートされます。システムは macAddress.cfg ファイ

ル名生成します。 
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デバッグモードでの syslogの有効化 

情報 

Syslogサーバーを使用できますが、Wiresharkを使用することをお勧めします。 

手順 

1）System/Event Logに移動します。 

2）Remote Hostフィールドに、syslog トランスポートによって送信されたログエントリをアーカイブするデバイ

スの静的 IPアドレスまたはドメイン名とポート番号を入力します。 

注：ポートを指定しない、またはポート 0 を指定すると、ポート 514に通知が送信されます。 

3）Diagnostic Tracesから、Enableを選択します。 

4）Editをクリックします。 

5）Diagnostic Tracesのテーブルで、syslogによってイベントを報告する必要がある重大度のレベルを選択し

ます。 

重要：すべてのトレースを有効にすると、Mediatrixユニットのパフォーマンスが低下し、応答しなくなります。 

6）Applyをクリックします。 

7）もう一度 Applyをクリックします。 

結果 

選択した重大度レベルのMediatrixユニットによって生成されたトレースは、指定されたアドレスに送信され

ます。 
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パケットキャプチャ 

パケットキャプチャは、特定のコンピューターネットワークを通過するときに傍受されるデータパケットです。 

キャプチャされたパケットは、分析可能な特定の場所に送信できます。 従って、キャプチャの内容を使用し

て、ネットワークの問題を診断及びトラブルシューティングし、ネットワークセキュリティポリシーが遵守されて

いるかどうかを判断できます。 

パケットキャプチャを実行するには、2つの異なる方法があります。 

• CLIを介してのみ使用可能なpcapture CLIコマンド（Cliサービスコマンドではない）を使用します。 この方

法では、キャプチャされたパケットを CLIに直接表示するか、キャプチャされたパケットをリモートWireshark

クライアントへの SSH トンネルにストリーミングできます。 

• PCaptureStart Nlmサービスコマンドを使用します。 これはミューズコマンドであり、SNMP、スクリプト、及

び CLIを介して実行できます。 これは、Webページ経由でパケットキャプチャを実行するときに使用される

コマンドでもあります。 このメソッドは、キャプチャされたファイルを標準のHTTPアップロードを介してサービ

ス FILEまたは HTTPサーバーに送信します。 

パケットキャプチャの開始 

手順 

1）System/Packet Captureに移動します。 

2）Packet Capture Configuration フォームで、必要に応じて、フィールドを完了します。 

 

注：URL形式は次の構文に従う必要があります。 

protocol：// [user [：password] @] hostname [：port] / [path /] filename 

 

注：利用可能なプロトコルはファイル、HTTP、および HTTPSですが、ファイルプロトコルはMediatrix4102では利

用できません。 

 

重要：HTTPサーバーは「遅い HTTP リクエスト」（Apache HTTPサーバーの mod_reqtimeoutモジュール）を許可

する必要があります。許可しないと、pcapture機能が期待どおりに動作しない場合があります。 キャプチャ対象

の性質によっては、チャンクが非常にゆっくりと長い遅延で送信され、キャプチャが攻撃と見なされて停止する可

能性があります。 

3）Link Nameから、キャプチャを実行するリンクを選択します。 

4）Apply & Start Captureをクリックします。 
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結果 

構成に問題がない場合、「最後のキャプチャ結果」ステータスは「リクエスト済み」になります。 キャプチャさ

れたパケットは、指定されたURLに送信されます。 選択したURLが file：//で始まっている場合、キャプチャ

はファイルサービスに送信されます。 

 

 

 

 

 

パケットキャプチャの停止 

手順 

1）System/Packet Captureに移動します。 

2）Apply & Stop Captureをクリックします。 

結果 

構成に問題がない場合、「最後のキャプチャ結果」のステータスは「完了」になります。 キャプチャされたパ

ケットは、指定された URLに送信されなくなります。 
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リモートパケットキャプチャ 

リモートキャプチャを使用すると、リモートMediatrixユニットはネットワークインターフェイス上のトラフィックを

キャプチャし、SSH トンネルを介してトラフィックを転送して、Wiresharkを実行しているローカル PCでトラフィ

ックを確認できます。 

 

Windowsでのネットワークキャプチャのリモート開始 

情報 

この方法は、CLIの pcapture コマンドを使用して実行されます。 

始める前に 

• DGW ソフトウェアを実行しているユニットの IPアドレスを知っている必要があります。 

• Mediatrixユニットは、DGW v2.0.39.689以上のファームウェアを実行している必要があります。 

• Wiresharkを実行している PCが必要です。 

手順 

1）PCから、plink utilityをダウンロードします：plink utility。 

2）Wireshark実行可能ファイルが配置されているのと同じフォルダーに plink utilityを保存します。 

3）コマンドラインインターフェイス（cmd.exeなど）を開きます。 

4）ユーティリティが保存されたWiresharkフォルダに移動します。 

5）入力 

plink.exe -pw "PASSWORD" USERNAME @ IP_ADDRESS "pcapture -raw -i any" 

| wireshark -k -i- 

設定に応じてパスワード、ユーザー名、IPアドレスを置き換えます。 

注：anyは、VLans（たとえば、ETH1.10 where）を含むすべての ETHポートでキャプチャを行うことです。 

但し、ユニットのタイプに応じて、ETH1、ETH2、ETH5、ETH1-4、ETH2-5、WAN、または LANのいずれかのポー

トを選択できます 

。 

注：Windowsの pcapture コマンドの例を参照してください。 

結果 

pcapture コマンドは CLIで実行され、結果はWiresharkを実行している PCの新しいWiresharkウィンドウに

送信されます。 
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MacOSまたは Linuxでのネットワークキャプチャのリモート開始 

情報 

この方法は、CLIの pcapture コマンドを使用して実行されます。 

始める前に 

• Mediatrixユニットは、DGW v2.0.17.285以上のファームウェアを実行している必要があります。 

• DGW ソフトウェアを実行しているユニットの IPアドレスを知っている必要があります。 

• Wiresharkを実行している PCが必要です。 

手順 

1）コマンドラインインターフェイスを開きます。 

2）以下を入力し、セットアップに従ってパスワード、ユーザー名、および IPアドレスを置き換えます。 

ssh USERNAME @ IP_ADDRESS "pcapture -raw -i any" | wireshark -k -i- 

 

注：anyは、すべての ETHポートでキャプチャを作成することです。 ただし、ユニットのタイプに応じて、ETH1、

ETH2、ETH5、ETH1-4、ETH2-5、WAN、または LANのいずれかのポートを選択することができます。 

 

注：MacOおよび Linuxでの pcapture コマンドの例を参照してください。 

 

結果 

pcapture コマンドは CLIで実行され、結果はWiresharkを実行している PCの新しいWiresharkウィンドウに

送信されます。 
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Wiresharkを使用したトレースのキャプチャ 

始める前に 

次のリンクhttps://www.wireshark.org/でWiresharkをダウンロードしている必要があります（Wiresharkはネ

ットワークプロトコルアナライザです。 

GNUGeneral Public Licenceでリリースされたオープンソースソフトウェアです。ほとんどのVoIPプロトコルを

デコードできます。SIP、 MGCP、H.323、RTPなど）。  

Windowsバージョンを選択します。  

必ず winpcapをインストールし、指示を読んでください。 スイッチでトレースを行っている場合、PCに接続さ

れているスイッチのポートは、Mediatrixユニットに接続されているポートをミラーリングするように構成する

必要があります。  

または、Wiresharkを実行している PC とMediatrixユニットの両方に接続する必要があるハブを使用するこ

ともできます。  

そうしないと、ユニットからパケットをキャプチャできません。 

手順 

1）Capture Options メニューで、Capture Optionsを選択。 

2）Capture Options選択リストでは、使用するイーサネットネットワークアダプタを選択します。 

3） (Display) Optionsセクションでは、Update list of packet in real timeをチェックボックスを選択します。 

4）Automatic scrolling in live captureのチェックボックスを選択します。 

5）毎週発生するランダムな問題のトラブルシューティングを行う場合は、Use multiple filesチェックボックスを

選択します。 

注：最新のWireshark リリースでは、Capture / Options / Ouput / Createa new file automatically after…で設定

できます。 

 

結果 

Wireshark リリース 2.2.0で 
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古いWireshark リリース 
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CLIを使用したポートの PCM トレースの有効化 

始める前に 

PCMトレースの宛先は、ネットワーク上のWiresharkキャプチャに記録できるように設定する必要があります。

通常、キャプチャを実行する PCに送信されます。 

情報 

ポートが一度に複数のコールを受信している場合、キャプチャは完了するまで最初のコールで実行され、そ

の後のみ別のコールでキャプチャが実行されます。 トレースは、ポートが開かれるとすぐに取得されます。

手順 

1）CLIを使用して、Mipt.PcmCaptureEnableパラメーターを Enableに設定します。 

 

注：例えば、Mipt.PcmCaptureEnable = Enable又はMipt.PcmCaptureEnable = 1 

 

2）Mipt.PcmCaptureEndpointパラメーターを、PCMキャプチャの取得元のユニットのエンドポイントに設定

します。 エンドポイントの例については、「エンドポイントの例（p。19）」を参照してください。 

 

注：適切なエンドポイントをキャプチャしていることを確認するには、CLIでコマンドEpadm.Endpointを実行

して、その名前を確認してください。 コマンドの出力には、ユニットのエンドポイントを含むテーブルが表示

されます。 

 

注：たとえば、Mipt.PcmCaptureEndpoint = FXO2 

注：ポート名では大文字と小文字が区別されます。 

 

3）Mipt.PcmCaptureIpAddr MIBパラメーターをWiresharkを実行している PCの IPアドレスに設定しま

す。 

 

注：たとえば、Mipt.PcmCaptureIpAddr = 192.168.0.17 

注：この IPアドレスは UDPポートでリッスンしている必要はありません。ICMPの「ポート到達不能」メッセージを

後で簡単に除外できるからです。 

 

4）キャプチャが完了したら、必ずMipt.PcmCaptureEnable MIBパラメーターを無効にしてください。 

 

注：例えば、Mipt.PcmCaptureEnable = DisableまたはMipt.PcmCaptureEnable = 0 

結果 

構成スクリプトでは、Mipt.PcmCaptureEnable、Mipt.PcmCaptureIpAddr、およびMipt.PcmCaptureEndpoint

の値は、構成された値を反映する必要があります。 
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構成スクリプトを使用してポートの PCM トレースを有効に 

始める前に 

PCMトレースの宛先は、ネットワーク上のWiresharkキャプチャに記録できるように設定する必要があります。

通常、キャプチャを実行する PCに送信されます。 

情報 

ポートが一度に複数のコールを受信している場合、キャプチャは完了するまで最初のコールで実行され、そ

の後のみ別のコールでキャプチャが実行されます。 トレースは、ポートが開かれるとすぐに取得されます。 

手順 

1）txt ファイルを作成し、*.cfg.として保存します。 

2）Mipt.PcmCaptureEnable = EnableまたはMipt.PcmCaptureEnable = 1 と入力します。 

3）Mipt.PcmCaptureEndpoint = Valueを入力します。ここで、Valueはユニットのエンドポイントです。 

PCMキャプチャが取得されます。詳細については、エンドポイントの例（p。19）。 

 

注：適切なエンドポイントをキャプチャしていることを確認するには、CLIでコマンドEpadm.Endpointを実行して、

その名前を確認してください。 コマンドの出力には、ユニットのエンドポイントを含むテーブルが表示されます。 

 

注：ポート名では大文字と小文字が区別されます。 

 

4）Mipt.PcmCaptureIpAddr = Valueを入力します。ここで、ValueはWireshark実行中の PCの IPアドレ

スです。 

注：ICMP「ポート」を簡単に除外できるため、IPアドレスは UDPポートでリッスンする必要はありません。 

到達不能」メッセージ。 

 

5）.cfgファイルをシステムにインポートします。 https：// documentation.media5corp.com/のMedia5 ドキュメン

トポータルで公開されている DGW構成ガイド-構成スクリプトのインポートとエクスポートを参照してくださ

い。 

6）キャプチャが完了したら、必ずMipt.PcmCaptureEnable MIB パラメータを無効にしてください。 

 

注：たとえば、Mipt.PcmCaptureEnable = Disable またはMipt.PcmCaptureEnable = 0 

 

結果 

設定スクリプトで、の値Mipt.PcmCaptureEnable、Mipt.PcmCaptureIpAddr と 

Mipt.PcmCaptureEndpointパラメーターは、構成された値を反映する必要があります。 

 

https://translate.googleusercontent.com/translate_f#19
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UMNを使用してポートの PCM トレースを有効

にする 
始める前に 

PCM トレースの宛先を設定して、お使いのWiresharkキャプチャに記録できるようにする必要があります 

通常、キャプチャを実行する PCに送信されるネットワーク。 

情報 

ポートが一度に複数のコールを受信している場合、キャプチャは最初のコールで実行されます。 

完了してから、別のコールでキャプチャが実行されます。トレースはすぐに取得されます 

ポートが開きます。 

手順 

1）UMNを使用して、ユニットの名前を右クリックし、Edit SNMP...を選択します。 

2）閲覧先：mediatrixSystem / gen5 / mediatrixCommon / mediatrixServices / miptMIB / 

miptMIBObjects / debugGroup / pcmCaptureGroup。 

3）pcmCaptureEnable MIBパラメーターを Enableに設定します。 

4）pcmCaptureEndpoint MIBパラメーターを、PCMが存在するユニットのエンドポイントに設定します 

キャプチャが取得されます。エンドポイントの例については、エンドポイントの例（p。19）を参照してください。 

 

注：適切なエンドポイントをキャプチャしていることを確認するには、CLIでコマンドEpadm.Endpointを実行して、

その名前を確認してください。 コマンドの出力には、ユニットのエンドポイントを含むテーブルが表示されます。 

 

5）pcmCaptureIpAddr MIBパラメーターをWiresharkを実行している PCの IPアドレスに設定します。 

 

注：この IPアドレスは UDPポートでリッスンしている必要はありません。ICMPを簡単に除外できるためです。 

その後、「ポート到達不能」メッセージ。 

 

6）キャプチャが完了したら、pcmCaptureEnable MIBパラメーターを 

無効にします。 

結果 

https://translate.googleusercontent.com/translate_f#19
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自動診断ログダンプの有効化 

手順 

1）System/Diagnosticに移動します。 

2）Diagnostic Log Configurationテーブルで、Enableを選択します。 

3）Applyをクリックします。 

結果 

ユニットが予期せず閉じた場合、診断ログは* .tgzファイルに自動的に生成されます。 

このファイルは、Internal filesテーブルのManagement/Fileの下にあります。 

診断ログダンプの手動開始 

手順 

1）System/Diagnosticに移動します。 

2）Diagnostic Log Configurationテーブルで、Dump Nowを選択。 

結果 

診断ログは、Internal filesテーブルのManagement/Fileの下にある* .tgzファイルに生成されます。 
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エンドポイントの例 

 

 

可能なすべてのエンドポイント名は、DGW Webインターフェース（System/Endpoints）に表示されるエンドポ

イントテーブルにリストされます。 また、EpAdm.Endpoint コマンドを使用して CLI経由で、または直接

UMN経由でこのテーブルにアクセスすることもできます。 

 

 

オンラインヘルプ 

フィールドとボタンの意味がよくわからない場合は、Webページの右上隅にある Show Helpをクリックします。 

有効にすると、オンラインヘルプを提供するフィールドとボタンが緑色に変わり、それらにカーソルを合わせ

ると説明が表示されます。 
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DGW ドキュメント 
Mediatrix ユニットには、徹底的な文書一式が付属しています。 Mediatrix のユーザー文書は、 ド

キュメンテーションポータルにあります。 探している情報を明確に提示するために、いくつかの種

類の文書が作成されました。私たちの文書が含ま れます： • リリースノート（Release notes）： 各 

GA リリースで生成されるこの文書には、既知および解決済みの問題が含まれています。 それはまた、

ソフトウェアの問題 変更点とリリースに含まれる新機能についても概説します。 • 設定メモ

（Configuration notes）： これらの文書は、特定のユースケースの構成を容易にするために作成さ

れます。 これらは、ほとんどのユ ーザーが実行する必要があると考えられる構成の側面に対応して

います。 ただし、場合によっては、顧客 から質問を受け取った後に構成メモが作成されます。 こ

れらは、使用するパラメータの値を詳述する標準 的な段階的な手順を提供します。 これらは検証の

手段を提供し、いくつかの概念的な情報を提示します。 構成ノートは、構成の側面を通してユーザ

ーをガイドするために特別に作成されます。 • 技術速報（Technical bulletins）： これらの文書は、

ファームウェアアップグレードの実行など、特定の技術的アクションの構成を容易にするた めに作

成されます。 • ハードウェアインストレーションガイド（Hardware installation guide）： ユニッ

トを安全かつ適切に設置する方法に関する詳細な手順を提供します。 カードのインストール、ケー

ブ ル接続、および管理インターフェイスへの最初のアクセス方法に関する情報を提供します。 • ユ

ーザーガイド（User guide）： ユーザーガイドでは、ユニットの構成をニーズに合わせてカスタマイ

ズする方法について説明しています。 この文書はタスク指向ですが、ユーザーが各タスクの目的と

影響を理解するのに役立つ概念的な情報を提 供します。 ユーザーガイドには、管理インターフェイ

スで TR-069を構成できる場所と方法、ファイアウォール を設定する方法、管理インターフェイスで

利用できないパラメータを構成する CLI の使用方法などの情報が 記載されています。 • リファレ

ンスガイド（Reference guide）： この包括的な文書は、上級ユーザー向けに作成されています。 

Mediatrix ユニットのすべてのサービスで 使用されるすべてのパラメータの説明が含まれています。 

たとえば、特定のパラメータを構成するスクリプ ト、サービスによって送信される通知メッセージ、

またはルールセットの作成に使用されるアクションの説明 があります。 この文書には、辞書などの

参照情報が含まれており、段階的な手順は含まれていません。 

著作権表示 
Copyright©2019 Media5 Corporation。 

このドキュメントには、Media5 Corporation独自の情報が含まれています。 Media5 Corporation

は、このドキュメント、およびドキュメントの知的財産、およびドキュメントに含まれる技術および

ノウハウに関するすべての権利を留保します。 この出版物は、Media5 Corporationによる書面によ

る事前の承認なしに、全体または一部を問わず、いかなる形式でも複製することはできません。 

Media5 Corporationは、この出版物をいつでも変更する権利を留保し、いつでも個人および/または

エンティティにそのような改訂および/または変更を通知する義務を負いません。 


